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情報化社会の展望
中 辻 卯
A 情報と現代杜会
I 総合コース「情報と現代社会」の開講
現代社会においては， 従来の金 (money)， 物 (material) 〔エネルギー
(energy)]，人間 (man)の3つの要素の結合以外に情報 (information)
のしめる役割が非常に重要になってきつつあるといわれる。情報化社会，脱
(1) 
工業化社会，あるいは超技術社会へ進みつつある硯代に生きるわれわれは，
そこにおいて機能する種々の情報の姿を多角的に諸観点からとらえ，いろい
ろの試行角度からアプローチして，「情報と現代社会」の関係の実態と特質
に対してより深い認識をもちうるようにならなければならない。
しかしこの分野は，現段階では，まだ問題提起， 開発と啓蒙の過程にあ
(1) 林雄二郎，科学技術と経済の会編「超技術社会への展開」（昭“ ダイヤモン
ド社）
86(264) 情報化社会の展望（中辻）
り，なお試論の時代にある。それは対象とする領域が，コンピュータの飛躍
的発展を中核とする激しく変動する各種の情報伝達，処理等の技術的進歩を
媒介として，政治，経済，経営，社会，教育，マスコミ等々の面に多面的に
からむ性格をもち，また学問の分野においても，自然，社会，人文の全科学
的分野において，学際的 (interdisciplinary)に連結される結節点にあると
ころに位置するからである。
加藤寛教授は，「社会・経済的な『知識・情報』の質・量面における変化
に対する要請を背景として，各種の情報に関する技術革新が，その要請にこ
たえる形で対応し，それがさらに社会・経済を変化させるという相互作用に
よって，新しい局面をむかえたその新しい局面こそが『情報化社会』であ
(2) 
る。」と考えられる。
本学では昭和52年度より総合コースの一つとして，「情報と現代社会」を
開講し，それに関する諸分野からの接近によって，大きく変貌しようとしつ
つある現代社会を直視し，その大きな動向を見極め，その全体像をできるだ
け正しく浮き彫りにするように努力したいと考えている。
ここでは担当者の一員として割り当てられた時間帯に於て講議する予定の
範囲を中心として研究し，提起されたこの問題の一般的，序論的検討， コン
ピュータと情報（特にコンピュータと人間）， その他国民総背番号制等の諸
問題について今後の研究のための橘頭堡的検討を取り扱ってみたいと思って
いる。
Il 情報化社会を示す諸現象
情報化社会を示す諸硯象としては，色々のものがあげられるが，ここでは
若千の諸現象をあげておこう。
(2) 加藤寛稿「梢報の社会経済学的考察」（講座情報社会科学9 情報の社会経済
学1I学研） p.14.
情報化社会の展望（中辻） (265)87 
(1) 情報化社会の進行と同時に，産業人口の分布状態が大きく変ってきつ
(3) 
つある。
第 1次産業（農業，水産業等），第2次産業（工業），第3次産業（サービ
ス業，教育産業，新聞，テレビ，ラジオ等のようなマス・コミュニケーショ
ン産業）に分けた場合，情報化社会の進行を知る 1つの目安として，相対的
にみると最も情報を重要と考える産業分野である第3次産業に従事する人々
の数が，全体の産業人口の50彩を越える時期をみることが役立つとされる。
（アメリカでは1950年代の末期に，既にそうなったが，日本では1970年代の
(4) 
後半期にはそうなるだろうと予想される。）
さらに第 2次産業を詳細に労働集約的産業，資本集約的産業，研究集約的
産業の 3つに分けた場合(1968年， OECD(経済協力開発機構）の科学閣僚会議で．加
盟諸国の技術格差問題を論じた際に出された報告でとり上げられた分類），原子力，宇
宙，航空，石油化学，エレクトロニクスなどを含む研究集約的産業分野は，
技術格差が深刻であるとともに，情報を最も重要と考える分野であるし，同
じ第 2次産業をとってみてもこの分野に人々が移動している点が注目され
る。
こうした状況が進行すると，第 2次産業自体の性格も変わり，発展のテン
ポの速い第2次産業と第3次産業の間で，エレクトロニクスを軸として，非
常に複雑な協力と競合との関係ができる可能性も生れ，在来の産業分類では
妥当でない状況が出てくるようになり，総合的な知識産業を目ざすもの，情
報化社会の複合化，総合化の道をたどる企業系列化のほかにグループ化，そ
(3) 岸田純之助著「情報化社会の構造」（講座情報社会科学8情報化社会論lI学
研） pp.32~41. 同上編「情報化社会の生き方・考え方」（昭45 日本生産性
本部） pp.14~16.
(4) わが国の産業別就業構成比
昭和25年時点第1次産業43.8彩，第2次産業21.9彩，第3次産業29.7彩
昭和44年時点 I 18.8%, I/ 34.5彩， 1 46.6% 
加藤寛稿「知識産業の社会経済的分析」（講座前掲9-][）p.9. 安田寿明稿
「知識産業とその市場構造」（同上） p.69.
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の他一時的な提携関係のようなものを含めて， 複雑な協力なネットワーク
（システム化）を前提として，新しい産業構造を決定していくだろうと考え
られる。
(2) 情報化指数
(5) 
情報化指数という新しい指標を使用する場合がある。「各国の 1人当りの
電話数， 100世帯当りのテレビ台数， 100人当りの新聞発行部数， 1,000人当
りの書籍発行点数，高等教育をうける学生数の人口に対する割合，総人口に
占める第3次産業の比率，個人消費支出中の雑費の比率，の 7つの指標をと
り，それをまとめて情報化指数をつくり，こういう数字をもとにして情報化
の進行の状況を判断しようというわけである。こうした 7つの指標をみると
日本では58年を100として， 63年の指標が230を超えている。 5年で 2倍以上
になっている。この情報化指数をみても指数関数的な増加を各国とも続けて
(6) 
いる。」
。世界の電話機の数は37,952万台， 世界の総人口は約40億人だから 100人につき9.5
台，日本の普及率は100人当り40台で世界第7位。 (76年1月1日現在）。電話機数のも
っとも多いのはアメリカで14,901万台，日本は第2位で4,551万台，以下イギリス2,104
万台，西独1,960万台，ソ連1,695万台， 都市別ランキングの 1位はニューヨーク597万
(7) 
台， 2位東京456万台，以下シカゴ249万台，パリ225万台，モスクワ218万台。
•日本では1967年にテレビの登録台数が2,000万台を越え，現在では， おそらく 3人
(8) 
に1台以上の普及になっているはずである。 NHKはテレビで約4,900局， ラジオで約
780局を全国に配置し，他方，民放はテレビが51社，約2,300局，． ＇ラジオで 52社，約180
(9) 
局を地域ごとの独立した会社が運営している。 テレビが送り届ける情報量は， 日本中
(10) 
で流れるありとあらゆる情報の総量の86％まで占めている。 （外国のテレビは， 日本
(5) 財団法人電気通信総合研究所
(6) 林雄二郎著「情報化社会」（昭仏講談社） p.170. 岸田純之助著前掲「情報化
社会の構造」 p.10.同上編前掲「情報化社会の生き方・考え方」 pp.20~21.
(7) 電話白書「世界の電話」
(8) 岸田純之助著前掲書 p.11. 
(9) 安田寿明稿前掲論文 pp.165~180.
(10) 小笠原竜三稿「臆病な巨人」（新・通信読本8 52年5月5日 朝日新聞）
情報化社会の展望・（中辻） (267)89 
のように早朝から深夜までずっと休みなく放送していることはない。）
0 日刊紙の発行部数は (1976年10月現在）， 42,119,566（セット18,662,297,朝刊21,
(11) 
205,533,夕刊 2,251,736)，普及度は 1部あたり人口 2.66, 1世帯あたり部数 1.24。
。1976年の書籍出版点数 36,103, 月刊誌出版点数 56,推定発行部数 118,660,週刊
(12) 
誌出版点数 1,502,推定発行部数137,218。
0 日本では昭和45年度， 大学の入学者は同じ年齢層の23％を越えた。 即ち4人に 1
人の割合で大学に行くようになった。高等学校に入学する人の数は80％を越えている。
(13) 
東京都では高校への進学率は95％を越えている。 また40％が大学に進学している。 わ
(14) 
が国の高等教育就学率（全人口に対する学生数比率）は世界第8位を占めている。 （し
かし， 高等教育を受ける人が増えるというのは必ずしも情報化社会の特色とはいえな
図閃
。消費支出の急激な変化で目立った動きは， 食費比率の低下傾向と， 雑費比率の急
激な増加が指摘される。 とりわけ非生活必需性格の強い雑費比率が50年での予測値で
(16) 
は41.4％を占めている。
(3) コンピュータ実動状況
汎用コンピュータ実動状況は， 上半期 (75年 9月末現在） のセット数は
32,447セット（対前年同期比20.9％増），買価換算金額は 2兆810億円（前年
同期の17.4％増），下半期 (76年 3月末現在）はそれぞれ35,305セット， 2兆
2,583億円で， 75年度中に， 5,210セットおよび， 3,119億円の純増となった。
一般的経済環境が次第に悪化の兆しを見せている中にあって，コンピュータ
(17) 
需要はやや落ちているものの，依然，強含みで成長を続けている。
情報化社会の中核をしめるものはコンピュータであり，この増加傾向は各
分野に重大な影響を与える。コンビュータリゼーションを中心とする情報化
(11) 日本新聞協会． 安田孝明稿前掲論文 pp.142~165.
(12) 全国出版会・出版科学研究所
(13) 岸田純之助著前掲書 p.33.
(14) 加藤寛稿前掲論文（講座前掲9-][）p.10.
(15) 同上稿前掲論文（講座前掲9-]I）p.53.
(16) 同上（講座 9-][）p.9.
(17) 日本情報処理開発協会編「コンピューク白書 1976」p.4.
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の発展は，「一方において巨大科学ベースから社会ベース， 経営ベース，個
人ベースという段階的発展の方向と並行して， それぞれの段階における深
(18) 
化，拡大というふうに二面的な発展がみられる」と指摘される。しかしこれ
らのコンピュークと関連する情報化社会の諸問題が，われわれの主要な研究
課題であるので，他の機会に詳細に取り扱うこととする。
(4) 情報流通センサス（郵政省）
郵政省による「情報流通センサス」によると，昭和50年度にわが国で供給
された情報の総量（千差万別のメディア（会話をはじめ，郵便，電報，電話，新聞，
雑誌テレビ．ラジオ，講演，映画，演劇，音楽， スボーツ観覧， 教育） を使って流
遥する情報の量を．共通の単位（物差し）として．「語word」または「ビットbit=binary
digit」を使って計る。通常の日本文は 1語は，乎均字数が 2.5字．それはまた11.4ビ
ットにあたる。郵政省は綿密な調査のもとに，①話し言葉や音楽の 1分間は，普通の日
本文（漢字かな混じり文）の300字と同じ情報量である。 ③静止した画面（絵や写真）
1枚は200字に等しい。③テレビ，映画など動画の 1分間は， 静止画10枚に相当すると
いう換算表を作った。）は， 15京語（京は兆の一万倍， 15京語＝1.5Xl017)であり，
他方，消費される情報の総量は9,700兆語 (9.7X1Q15)という天文学的な数字
であるという。情報供給量を国民一人当り 1日に直すと， 374万語， 新聞の
ざっと550ページ分に， 消費量は 1人 1日新聞の35ページ分に相当する。 1 
年間に供給される情報の94％までは見向きもされずに捨てられてしまう（情
報洪水）。
センサスはまた，情報流通コストの総計が約14兆円（国民総生産の約 9.5
彩）にのぼり，個人消費支出の17彩を占める，とはじき出している。そのほ
か，すべてのメディアごとの情報流通量と距離，単位コストを算定するとと
もに，それらが年とともにどう推移しているかを客観的，マクロの立場から
(19) 
明らかにしている。
(18) 増田米二他著「情報化社会のゆくえ」（昭47 日本経済新聞社） pp.30~37, 161 
~163.「各国にみる情報化」の例については pp.71~154, 167~179参照のこ
と。
(19) 小笠原竜三稿「十五方京、語」（新．通信読本1 52年4月27日 朝日新聞）
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皿 情報化社会（脱工業化社会）の特長
情報化社会とは，工業化社会，産業化社会の次にくる社会， 英語の post-
industrial society（工業化の次の社会） という言葉がそれにあたる。 これ
(20) 
を脱工業化社会と訳したために，誤解をうけることがある。これは工業がも
はや主役ではなくなる時代であるというような消極的な限定された意味にお
いて使われるのでは決してなく，むしろ飛躍的に進展した工業生産力を土台
として， もう一つ新しい特長をもった発展の時代，情報が生産活動に不可欠
な要因，重要な役割を果たす社会へと移行して行くのであるという考え方が
示されている。
生産なしに人類が生存し得ないことは，自明の理であるけれども，今日進
行しつつある変革は，手，足の延長である生産手段の発展（機械化 mecha-
nization)というよりも，神経系統の延長である計算 (computation)，通信
(communication)，制御 (control) のいわゆる 3C革命，特に歪み制御の
ためのフィードバック・コントロール (feed-backcontrol) 機能をそなえ
(21) 
た情報システムの革新的な発展である。この技術的革新は，社会の組織関
係，構造の変化にまで波及的な影響を与えるだろうと予想される特色をもっ
、(22)
ていると考えられている。
(20) 林雄二郎著前掲「情報化社会」（昭44 講談社） p43. 
(21) 北川敏男編著「社会と情報（第 6章情報革命と未来社会）」（昭43 日本放送出
版協会）．山本明稿「マスコミと組織」（井上毅編「現代情報論集（社会・文化
篤）」昭43ぺりかん社） p.103.拙稿「経営情報シスチム論序説(I)」（商学論
集第16巻第2• 3号） pp.254~258.喜安善市稿「情報処理技術の発達」（講座
情報社会科学2 情報技術の革新I) pp. 10~ 12. なお「3Cの発達史，現
状，未来予測」については，この講座第2巻I,Ir，皿参照のこと。
(22) 講座 情報社会科学7 社会的技術の展開（学研）． 岸田純之助編前掲書（日
本生産性本部） pp.27~44.
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w 情報科学革命への諸経路一試論の時代
情報化時代の進化，情報科学革命への進展は，最初にも述べたように，（1)
技術革新，（2）科学革命，（3）社会革新の 3つの側面をもっている。
香山健一教授はこの点について，「この 3つの側面を総体としてみること
なしには，この情報処理の分野で進展しつつある革命的な変化の全貌をつか
(23) 
むことは不可能である。」として， 情報革命の 3つの側面を第 1図のように
示される。
技術革新
科学革命
●情報科学の
展開
情報革命 社会革新
第1図情報革命の3つの側面
そして「情報革命の第 1の側面である情報技術の革新一ーそしてこれがし
ばしば狭義の情報革命として論じられているのであるが一ーーは，新しい通信
機器，電子計算機，自動制御機器の登場による通信，計算，制御能力の飛躍
的拡大であった。これらの情報機器はいずれもエレクトロニクスのめざまし
(23) 香山健一稿「知識システムの再編成」 （講座 情報社会科学 5 情報社会科学
への視座皿） p.81.
情報化社会の展望（中辻） (271)93 
い発達によって支えられたものである。これらの情報機器の登場によって大
量の情報を極めて正確かつ高速度に処理することが可能となり，その結果，
大量のデータの貯蔵，検索，計算，解析，伝達，敏速なフィードバックなど
がはじめて可能となり，理論と実際の両面にわたって革命的な影響をもたら
(24) 
すこととなった。」
そして第2の側面である科学革命は，このような情報革命から生まれてく
る思考方式や科学の分野における変革のプロセスであり，それに最初の輸郭
(25) 
を与えたのは， N.Wienerの「サイパネティックス」と C.E.Shannonの
(26) 
「コミュニケーションの数学的理論」であり，これらはいずれも通信工学の
発展の系譜の中から生まれて出てきた情報という基礎概念を科学の重要な位
置におく新しい情報科学である。「情報科学の発展は， 科学上の基礎概念の
根本的再検討を通じて，自然科学，社会科学の全分野にわたって文字通りの
革命変化をひきおこしつつある。情報科学の成立と発展に伴う科学革命が，
(27) 
20世紀最大の科学上の革命であることは疑いないところである。」といわれ
る。
これらの研究の一つの特色は， ウィーナーのサイパネティックスの副題
—動物と機械における制御と通信一ーにもあるごとく， 「あらゆる組織体
—①機械システム， ③生物システム， ⑧人間システム， ④社会システム
一に共通する通信と制御のメカニズムを分析するという統合的視点を確立
することによって，情報理論は統計的，科学的理論として一層精密化してい
くと同時に，他方で，機械システム，生物システム，人間システム，社会シ
ステムのそれぞれのシステムについて独自の理論的，実証的研究が展開され
(24) 同上
(25) N. Wiener, Cybernetics. (John Wiley & Sons, 1948)池原止文夫他訳「サ
イバネテイックス」（昭37 岩波書店）
(26) C. E. Shannon, Mathematical Theory of Communication, 1948. 
(27) 香山健一稿前掲論文 p.82. （なお第 1巻「情報科学の基礎」第2巻「情報技術
の革新」参照のこと）
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(28) 
て」いくことである。特に機械システム，生物システムにおける通信と制御
の実験室ないし実験モデル的解明を通じて，人間システム，社会システムに
(29) 
おける情報現象の解明に大いに寄与しつつある。ところがそれらの複雑な社
会現象に関する情報科学的研究のアプローチは種々のものがあり，北川敏男
教授が情報科学の展望に関して，第2図のような「情報科学へ登山道」と題
(30) 
して描かれたものをさらに詳細に「社会現象の情報科学的研究の主要な経路
(31) 
または登山道」として香山教授の図示された第3図が参考になる。
第2図情報科学への登山道
第3図情報社会科学への壷山道
(28) 同上 p.83.
(29) 同上 pp.83~86.拙稿前掲論文 pp.254~258. 
(30) 北川敏男著「情報科学の視座」（昭45 共立出版） p.33.
(31) 香山健一稿前掲論文 p.106. （主要な登山道についての説明は pp.107~119．参
照のこと）
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B 人間とコンピュータ
自然，人文，社会の各科学分野の学際的領域にある情報科学の特性の理解
のための一方法として，人間とコンピュークの相対的関係，情報化社会にお
ける人間の役割を特にコンピュータの特性と関連させて考察し，情報化社会
はわれわれにとって住みよい社会となるであろうかー―—情報化社会における
人間のあり方—を推測することを試みてみることとする。
I 脳とコンピュータ
人間とコンピュークの関係を検討する前提として，人間の脳とコンピュー
クの両者をまづ比較してみる（人間の脳は無限の順応性を秘めているので両
第 1表人間の脳とコンピュータ
人間の脳 項 目 I 
超（例高性FA能CコOンピューク
M Ml90) 
人年間1人約10の0生万計～費200万円 価 格 年間約レ4ン億タ円ル料
1.4kg 重 最 37,784kg 
3相 単相
毎時 15cal 消費エネルギー 20
0V 100V 
(KVA) (KVA) 
176.4 15.1 
脳神ン（経神ナ細経プ胞細ス胞1の4IX4Uつ准億意なt以ぎ上目） 素子（部品）の数 8,500万個
意識している記億い兆憶記）ビの饂ッヒ旦のット1,000 記憶容量 1億6,000万ビット
記憶1京してい万な 量
（ート
0.15マイクル秒
0.02~Q.05秒 計算時間
(1マイクロ秒＝ 101 0万秒）
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者を比較するのは見方が単純すぎるという批判もある〔植木幸明新潟大学教
(1) 
授〕が）と大休第1表のように示される。
この表に関連して品川喜他教授の言葉を引用しておく。
「第4世代の後りには，人間の脳細胞と同じぐらいの数の素子と記憶（つまり百億個
ていどの素子と百億すなわち 1010ビットの記憶容量）を備え． 脳の百万倍も早いコン
ピュークーが，現在の大型計算機ていどの大きさで実現できると期待される。その時期
は，現在の進歩がそのまま続けば10年後， 遅くても今世紀の終り頃には完成するので
はなかろうか。
人間の意識的記憶の容量は1千億ビット． そのうち学問的記憶は百億ピットくらいと
思われるから， 第4世代のコンピュークーは人間の学問的記憶に匹敵する記憶容量を
持つことになり， 簡単な数学上の定理を証明することやパクーン認識などは容易にで
きるであろう。これは人工知能の始まりと言える。
しかし，人間の記憶の容量， 1京ビットには及ぶべくもないから． 感情豊かな計算
機を作るのはまだまだ先の話であろう。人間に匹敵するような知性を持ったコンピュ
ークーも百年の先のことかも知れない。だが人間と同じ能力を持った計算機を， われ
われが必要とするかどうかはまた別の話である。必要のないコンピュークーは開発さ
(2) 
れないであろうし，社会が要求するのは特定の能力に長けた電子計算機であろう。」
]I コンピュータの特長と人間の役割
第 1表からわかるようにコンピュークが人間の脳よりまさっている点は，
計算の速さと正確さだけ（付随的にいえば，疲労を知らぬという点，反復的作業の
退屈を圧わぬという点）である。この点について， かつてわれわれの研究にと
って必要な，かつ重要なコンピュークの特長として，（1）電子的スピードによ
る処理能力，（2）大容量の内部記憶装置 (internalstorage unit)をもつこと
(1) 品川嘉也著「脳とコンビュークー」（昭47 中央公論社）．小笠原竜三稿「人工
頭脳」（新・通信読本 3952年6月11日朝日新聞）．塚田裕三編「100億の脳の
細胞」（昭41 日本放送出版協会）．資料「FACOMM-190」（富士通）
(2) 品川嘉也著前掲書 pp.130---131 
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(3) 
をあげ，以下のような点を指摘した。
(275)97 
(1) コンピュークは電子的素子を使用した高度の電子原理による操作を採
用しているので，人間の頭脳と比較して計算速度の非常に速いこと（しかも
これはますます速くなりつつある）が，特に強調しうる特色である。しかし
ここでわれわれが注意して十分認識せねばならないのは，そのように計算速
度は非常に速いが，その内容の問題である。すなわち作業内容は，処理すべ
き問題を単純な計算過程にすべて変換して，連続的に誤動作なく行なってい
るのである。ただそのような単純な作業内容も非常に高速で処理されること
によって，そういう面で人間の能力の限界を突破した効果があらわれるので
ある。 .......... 
このことを品川教授は「人間のすることで言葉で表現できることなら，原
理的には，コンピュークにもできます（傍点引用者）」といい，ここで言葉
で表現できるとは，「論理的なこと」あるいは「演算で表わすことができる
(4) 
いわれる。コンピュータで処理可能な問題は，そのこと」といい換えうると
内容が計数性，論理性の高い問題， その問題を解くアルゴリズム (algorithm
一算法，計算の方法―-Aprescribed of well-defined rules or process for the 
(5) 
solution of a problem in a finite _number of step~.) をもつ問題でなければなら
ない。
このようにコンピュータは，その性質としてすぐれて計数性，論理性の高
い機械であり，それ故にこの計算機を利用して問題を処理する場合，その効
果を期待するには，課題そのものが，演算ステップの多いもの，完壁な論理
的な組成のうえに立つものでなければならない。すなわちコンピュークと結
びつく問題は，その解決方法を何らかの数式で表硯できるもの，また順序正
しく，理屈の筋を立て，一分の隙もない完壁な論理性をもつ問題でなければ
(3) 拙著「経営管理とコンピューク」（昭46 中央経済社）
(4) 品川嘉也著前掲書 p.11.
(5) J. Kanter, Management-oriented Management Information Systems, :2nd 
Edition, 1977. (Prentice-Hall) p. 455. 
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ならない。コンピュータは，論理の筋を通すために断固として筋を曲げるこ
とをしない合理主義の権化のようなものである。
図形認識の一般的方法，人間の感覚器官に働きかけるものや硯象の各種の
反映である色，香，音，その他の認識，さらに創造性の発揮といった非論理
的（非演算的）領域は，コンピュークでなく人間の脳の質的優位性が示され
る領域である。
このような特性は，コンピュータで処理すべき対象となる問題，効果の発
揮できる問題は何かということを明確に認識させる，またそこにおいて情報
化社会におけるコンピュータの位置づけも具体的に正しく決定されるととも
に，その分野において将来ますますコンピュータ代替が大きく進む（例えば
人間の行なって来た作業のうちでそのプロセスが完全に論理的な，定型的
な，単純多量発生の事務処理作業のようなものが代替され，退屈な単純な労
働から解放される）とともに，そこに残された非演算的，非論理的な，形式
論理では表現できない創造性，計画性の分野における人間の役割が今よりも
っと社会的に大きく浮かび上ってくる，さらにそのような指向性のまった＜
異った 2つの分野を，未来におけるコンピュータ寄りの糸目を創造性人間が
断ち切ろうとすることによって，どこかで社会において 1つの正しい方向に
統合させる人間の役割の重要性，コンビュータと人間の相対的関係を重視し
(6) 
なければならないことを示唆するものである。
(2) しかしこのような効用をコンビューク自身が自動的に生みだすもので
はない。コンピュータは， ’AutomaticComputer'といわれるが，ハードウ
ェア（hardware)としては単に自動機械として働く潜在的可能性をもった
精巧な機構の集積にすぎないものである。人間（システム・エンジニアーや
プログラマー等）が，コンピュータ化の対象となる必要性の高い問題をまづ
確認し，その問題を処理するための手順をコンビュータの求める完壁に論理
的，演算的な筋道に分析し，各処理手順を順序づけ，組み合わせ，さらにあ
らゆる処理過程上に発生する事態への対策をふくめて，それらをプログラム
(6) 拙稿「経営機械化論序説CI)」（商学論集第19巻第1号）
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の記述によって明らかにし， さらにコンピュークが理解できる符号に変換
し，それらをあらかじめ記憶装置に記憶させ，また処理しようとするデータ
をも用意することによって，はじめてコンピュークは，電子回路による自動
機械，すなわち人間の介入を必要することなく，あらかじめ記憶されたプロ
グラムにもとづき，命令どおりの処理，演算，可変性の指令にもとづいて操
作の順序を決め，自動的に設定基準にもとづいて二者択ーする能力で機能で
(7‘) 
きる自己完結的な自動制御系をもった機械システムとなるのである。
小笠原竜三氏は， 「コンピュータが目にもとまらぬ超人的な計算をした
り，かの聖徳太子さえ足元にも及ばぬ八面六臀の仕事をする裏には膨大な人
(8) 
手が」必要で，しかもそれは30オまでの若い頭脳の手作業であり，システム
当りのステップの数は少ないもので 5千から 1万，飛行機のニアミスを防ぐ
航空管制用の大規模なものだと10万， 20万単位， IBMの資料による月着陸
(9) 
のアポロ計画ともなると150万ステップにものぼるといわれる。 10年前はコ
ンピューク関連費用の 3割だったソフトウェアが，最近は 6割から 7割にな
った。大型機 1台に対して，数十人，ソフトウェアの中身によっては百人の
システム・エンジニアをつける必要がある。それ故，コンピュータの活動範
囲が拡大されるにつれて，コンピュータと会話できる能力を身につけた人々
の需要が幾何級数的に増加し，情報化社会のエリートとして重要な層を占め
(10) 
るようになるだろう。小笠原氏はまた「この仕事には全体のバランス感覚，
忍耐と休力が必要で，コンピュータと10年も付き合い30オ代の半ばを過ぎる
(11) 
と精コンを吸いとられてしまい，新規要員をどう確保するかが課題である。」
といわれる。
(7) 同上
(8) 小笠原竜三稿「ソフト・ハウス」（新・通信読本34 52年6月5日 朝日新聞）
(9) 同上
(10) 品川嘉也著前掲書 pp.190~191.
(11) 小笠原竜三稿前掲論文情報処理要員の補充状況については，通産省編「我が
国情報処理の現状」 (51.5)pp．叫～59.
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しかしコンピュークを取り扱うこれらの専門家は，コンピューク利用の社
会的意味にことさら責任ある態度を示すことに抜きんでているわけでは必ず
しもない。また彼等は問題解決能力にはすぐれていても，問題発見能力にま
さっているグループだとはむしろいえないと思われる。彼等の方法を評価
し，行動を指揮監督する人々，また人間に残された最後の砦である創造性，
計画性，弾力性の能力のすぐれた人々がさらに必要であり，それらの人々が
支配的役割を獲得しなければならない。社会的責任のあるそれらの人々が，
コンピューク制御を正しく行なう場合には，われわれの国民生活は向上し，
地域の安全と経済を改善することにコンピュークは奉仕できるだろう。しか
し若しその方向を誤れば，すべての革命的発見がそうであるように，コンピ
(12) 
ュータは多数の悪魔にも権力を与えることができるのである。ここに「情報
化社会」における大きな不安（影の面）が港在している。
さらにそのように「情報化社会」が必要とし，またそれに適応できる人々
は，ごく少数なのであり，残りの大多数の人々はどうなるであろうか。現在
の電話やテレビのように簡単に， 1人 1人の個人がセンクーのコンピューク
との対話方式で種々の情報を利用できることが可能となり，個人ベースの情
報化による智的創造が開花し，人それぞれがそれによって生きがいを実現し
(13) 
ていく社会になるだろうという明るい予測があり，あるいは家事労働のほと
んどは，普通のラジオ程度の大きさにコンパクト化され， IO万円以下ででき
(14) 
るマイクロ・コンピュークに任せておけるという意見がある反面，組織内の
ルティーン業務，定型的意思決定の大部分をコンピュークに吸収された後の
(12) M. Warner and-M. Stone, The Data Bank Society, 1970. (George Allen 
& Unwin)木原武一，岩本隼共訳「デーク・バンク社会」（昭47産学社） pp.
21~22, p. 50. 
(13) 増田米二他著前掲書 p.35,51. 電子情報処理振興審議会「電子計算機利用高
度化計画」 (51年3月）
(14) 小笠原竜三稿「アマチュア王国」（新・通信読本32 52年 6月3日 朝日新聞）
「十万円で出来るコンピュークー」（週刊新潮 52年6月9日号）．安田寿明著
「マイ・コンピュータ入門」（昭52 講談社）
情報化社会の展望—-（中辻） (279)101 
コンピュータ化されたシステムの末端の歯車の一つの如き立場に追込まれ
て，さらに「情報化で職種や地位の転換を迫られる情報化失業などの変化へ
(15) 
の適応不足からくる不安や衝撃にかられる人々」，何ら主体的活動を行なう
こともなく，ただ週休二日制のレジャー，マイホームにのみやっと活路を見
出すしかないような人々が多数を占めるようなことにならないとは， ある
いはマイクロ・コンピュータがやってくれる家事労働でますます暇になった
主婦がかえって時間をもてあますことになるかもしれないとは断言できな
いのではなかろうか。 M.ワーナーとM.ストーンは，コンピュークの力を評
定し，同時にこれが結果としてもたらす変化を調査し， 「コンビュータのも
たらす港在的利点と，コンピュータが破壊するものとを秤にかけて，そこに
(16) 
含まれる相対的な価値判断は，社会全体で行なうようにする必要がある。」
コンピュークは， 「新しい社会のすばらしい見通しを与えてくれたが， 一方
では社会がどのようなものであればよいかについてほとんど神業のような選
(17) 
択を人びとにせまっているのだ。」という。
皿 情報化社会における人間のあり方について一 一試論
(1) 前述のごと<,コンピュータと計画管理手法の発達により，ルティー
ン業務や定型的意思決定の大部分は，コンピュークによって代替され，さら
に従来は非定型的と考えられていた領域の一部も定型化されることによって
自動化傾向が進行する情報化社会において，特定のEDPエリートや総合的
判断を必要とする指揮監督層の数少い人々を除いた多数の人々はコンビュー
タ化されたシステムの末端の歯車の一つのごとく，主体的活動をうばわれた
生活を日々送るような状況になるのだろうか。またそのような状態がそれら
の人々にとってはたして正しい明るい未来といえるであろうか。決してそう
(15) 増田米二他著前掲書 p.179.
(16) M. Warner and M. Stone ;木原武一他訳前掲書 p.14.
(17) 同上 p.17
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ではないだろう。
そもそも脱工業化社会といわれ，また情報化社会といわれる今後の社会に
おける組織そのものが，近代官僚組織機構の延長の方向にあるのか，こうし
た考え方と対照的に，情報化社会の発展は， ウエーバー等が予想もしなかっ
た社会の変革を生じるために，近代官僚制の形態は遠からず凋落するのであ
ろうか，あるいはまた，そのいずれでもないのであろうかという大問題があ
悶）
ここではそのような大問題に正面から挑戦して取り組もうとするのではな
く，コンピューク化されたシステムにおける一般大衆といわれる人々のあり
方について，主として三隅二不二教授の論によりながら， 環境的側面の変
化，それと関連する人間的側面，特に大衆ないし労働者の欲求体系の構造変
化の次元の変化から，それに関連する問題を若干取り扱ってみようと考え
る。ただそれも組織の一部における考察であって，組織全体の方向づけを客
観的に決定するところまで影響を与えるものとして予測することは必ずしも
容易でない。
(2) 臨床心理学や精神医学における多くの事例を基礎として構成されたも
(19) 
のに，次のような人間の欲求階層説(A.H.マズロー）があり， 躁境の変化に
より欲求体系の中心構造の転換（主座一周辺の座）の生ずることが考えられ
塁）
人間の欲求で最も基礎的，第 1次的なものは，人間が生きていくための生
(18) 三隅二不二稿「情報化社会における人間組織」（講座 情報社会科学13社会組
織のシステム再編成lI学研） pp.6~7. 同上 稿「組織の未来論」（高宮晋編
「硯代経営学の系譜」昭49 日本経営出版会）
(19) A.H. Maslow, Motivation and Personality, 1954. (Harper & Row)．小口
忠彦監訳「人間性の心理学」（昭46 産業能率短大）
(20) 三隅二不二稿前掲論文（講座） pp.17~29. 占部都美著「経営管理論」 （昭51
白桃書房） pp.191~193．では，従業員が企業のなかで満たそうとする欲求は，
大きくは (1)経済的欲求，（2）社会的欲求，（3）自己実現の欲求の 3つが複合的な
欲求として，社会環境や労働環境が変化するに従ってその比重が変化すると述
べられる。
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命維持に関する生理的欲求であり，これが比較的に十分に満足されると，そ
こに新しい一連の欲求として安定の欲求がでてくる。この安定への欲求がか
なり充足されると，この欲求も主座から周辺の座へ転位する。そしていまま
で安定の欲求で占有されていた主座が空洞化してくる。やがてその空洞化し
た主座に，新しい欲求として愛情と所属を求める社会的欲求が泉の如く湧き
出してくる。愛情と所属欲求の充足後に自尊欲求（自分が自分自身を常に高
く評価し，尊敬せんとする欲求）が主座として出硯する。
三隅教授は「かかる自尊心，自信は，自己のみならず他者から高く評価さ
れ，尊敬されんとする欲求とうらはらである。従ってここで自尊欲求という
場合は，自己のもつ強さ，実力に関する確信度，優越性，独立性と自由への
欲求と，一方，他者から尊敬され，尊重されることへの欲求，即ち，名声，
(21) 
地位，威信等，社会的承認への欲求等を含んでいる。」といわれる。 そして
高度経済成長の結果による経済の繁栄，物質的豊かさが，自尊欲求を主座の
位置に置き，生理ー安定欲求を周辺の座に転位せしめる。「かかる自尊欲求
が欲求体系の主座を占有すれば，職場などで上司からの指示，命令でのみ行
動したり，また，自己選択の自由が欠如したコンベアシステムの流れ作業の
(22) 
なかで労働することに，人間は耐えがたくなるであろう。」といわれる点は，
われわれの検討課題にとっては重要な指摘である。
さらに最後に，その他の欲求のすべてが充足されたとしても，なお人間に
は，その人間にとって最もふさわしいものであり，しかもその人にとって最
も価値あることをやりとげたいという欲求（例えば音楽家は音楽をつくり，
画家は絵をかき，詩人は詩をかく，．学問研究にコミットしている研究者は自
(23) 
分の専門分野の課題解決にひたする没頭する）， 自己実現の欲求があるが，
これが「大衆レベルの主座欲求として現われるには，現代の文明度ではまだ
(21) 三隅二不二稿前掲論文 pp.20~21.
(22) 同上 p.21:
(23) 同上 p.21.
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(24) 
困難である。」と考えられている。
以上のような欲求体系における中心構造の転換がダイナミックに生ずるこ
とは，われわれ所謂戦前，戦中派に属する世代のものには実感をもってよく
理解できることであり，さらにまた単独で外遊した時のことを振り返えると
身をもって経験したと感ぜられる。
(3) さてルティーン業務や定型的意思決定のコンピュ.....:タ代替，自動化傾
向は，非人間的機能を人間から機械が代替して遂行するようになることによ
り，「情報化社会においては従来の“機械化された人間”から‘‘人間化され
た機械”へと，その組織のにない手が質的転換をしていく。……（中略）……
情報化社会でのこのような機械的合理化の進展は広範にわたり，また，急速
(25) 
に発展しているといえる。」組織における非人間的機能を遂行することから
人間が開放されることは悪いことではない。しかしこの開放された多数の人
間が， 前述の如く， 社会的ー自尊欲求を主座として行動する現代人（社会
人）でしめられると考えられるとすれば，それに対応した組織，管理体制の
あり方も検討される必要がある。
行動科学的アプローチをとる近代管理論の大きな所産である組織均衝論の
立場からいっても賃金，賞与などの経済的誘因のほかに，昇進の機会，良好
な人間関係，創造性や自己発現の欲求の充足という非経済的誘因をどのよう
に組み合わせて，誘因と貢献のバランスを確保するかが，経営者の管理職能
(26) 
の重要な課題をなしている。
仕事のうえで自己発現の欲求を満たしにいという人間の欲求の比重が高め
られるのに適応したリーダーシップや管理システムを創造することによっ
て，仕事へのモーティベーションを高め，人間のもてる能力をフルに発揮さ
(24) 同上 p.28.
(25) 同上 p.32.
(26) 占部都美著「経営管理論」（昭51 白桃書房） p.100.
情報化社会の展望（中辻） (283)105 
(27) 
せることができる。この方向に向かうための種々の方策として，すでに職務
拡大 (jobenlargement)，職務充実 (job enrichment) や職務改善 (job
(28) (29) 
improvement) とリーダーシップの改善の結合，有機的システム，プロジェ
(30) (31) 
クト・チームとか，機動集団 (taskforces)と名づけられる課題解決集団が
あげられる。
また 1人 1人の大衆，市民労働者が将来の情報化社会にどう対処したらよ
いかという問題を考えると， 1人 1人が自分たちのいまかかえている問題を
どういうふうに解決していくか，あるいは将来どういう新しい可能性を追求
．．．．．．．．． 
していくかということのために， コンピュ ークの情報を利用できるような
（コンピュークを使うというのではなく）人間になってゆく。そうなってゆ
かなければならない。達成可能な目標を自ら立てて， それに向って努力す
る，コンピュークを利用して知的創造をすることに生きがいを感ずる人間に
ならなければならない。そのような人間になるためには，新しい可能性のた
めに自分をセルフ・コントロールして自分を変えてゆく訓練努力が必要であ
り，そのためのいちばんの土台となるものは，個人個人の責任と主体の確立
(32) 
ということになる。
しかし情報化社会になり，文化規範や環境条件の変化が進んだとしても，
強度の相造はあるが複合的な欲求の持主である人間の中には，種々の異った
(27) McGreger, D. The Human Side of Enterprise, 1960. (McGraw-Hill) 
高橋達男訳「企業の人間的側面」 （昭46 産業能率短大）．占部都美著前掲書
p.193. 
(28) 占部都美著前掲書 p.213.
(29) 同上 p.183. 
(30) J.E. Ross, Management by Information System, 1970. (Prentice-Hall) 
p.20.鈴木幸毅，山田一生訳「現代経営のシステムと理論」（昭49 日本経営
出版会） pp.21~22.
(31) 三隅二不二稿前掲論文 p.34~
(32) 大木正吾，培田米二「労働者とコンピュータ」（「対談・日本の情報化社会とコ
ンピューク(8)」昭47 富士通）
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階層の欲求をもつ人，従来の命令ー服従，権威ー依存型にも順応出来る，与
えられた仕事の範囲を定められた時間内で平穏にこなす消極的な人，経済的
誘因に重きを感ずる人，生理的ー安定欲求の比重の高い人等も存在し，すべ
ての人が社会的ー自尊欲求型のみになるとは考えられない。
また三隅教授は「人間の基本的欲求が著しく阻止される状況で，人間にど
の程度のフラストレーション・トレランス（欲求阻止への耐性）ないし広義
の適応力が具備されているか，その限界についてはまだ十分には知られてい
ない。その適応限界ないし耐用限界がわからない限り，人間的側面から管理
(33) 
体制凋落の客観的予測を行なうことは困難ではないだろうか。」といわれる。
それ故，今この程度の検討で，「情報化社会における人間のあり方」につ
いての一般的傾向を客観的に決定するところまで影響を与えるものとして予
測する程に，この大きな課題に真正面から答えることはとうてい不可能であ
り，ただ一つの足がかりともなればと若千の考察を試みたのみである。
C 国民総背番号制
(1) 行政の基本的な前提条件として，行政対象として国民個人を確実に識
別把握するため，名前の代りに国民各人にそれぞれ国， 地方自治体を問わ
ず，どの行政諸機襲にも共通して使用できる体系的な番号（統一個人コー
ド）をつけ，さらに個人情報をコンビュータで処理し，通信網で結んで，行
政の総合化，一体化，例えば国民が提出する各種の屈出の重複の回避，調査
統計の合理化，諸証明の簡素化など行政におけるデーク交換，その相互利用
のIJ滑化などの効果， また行政事務の簡素化， 迅速化をはかろうとするの
が，政府が所謂国民総背番別制（統一個人コード）を推進しようとする考え
(1) 
方であるが，現実には以下に述べるような 2つの面から個人情報の部分的コ
ンビュータ化が急速に進展しつつあり，いつかの時点において，これらが結
(33) 三隅二不二稿前掘論文 p.16.
(1) 行政管理庁資料「事務処理用統一個人コード設定の推進」 (45年12月）
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合し，上記のごとき 1つの方向に統一処理されうる可能性を浩在的に十二分
にもっているというのが実状である。
(2) 政府の背番号制（統一個人コード）への動きは，昭和43年 8月の「政
府における電子計算機利用の今後の方策について」と題される閣誤決定（①
電子計算機利用に関する新規適用業務の拡大， 利用技術の開発， 各種標準化等の調査
研究の充実， ③利用上溢路となる諸問題解決のための措置と各省庁に対する助言指導
体制の整備， ⑧各省庁電子計算機要員養成の推進と基幹要貝の統一研修の実施， ④各
省庁共同利用の推進と情報の総合利用のための調査研究体制の整備）によってスター
(2) 
トする。この決定をうけて，通産省工業技術院を中心とする27省庁で組織す
る「電子計算機利用に関する技術研究会」の新設 (43年 8月），行政管理庁を
中心としての「 7省庁電子計算機打合せ会議」（大蔵，通産，文部，郵政，
行政管理庁，科学技術庁，経済企画庁）の発足 (44年 4月）がある。前者は
主に技術面について担当し，後者は担当面でコンビューク利用の推進にあた
ることになり， 45年 2月に「昭和45年度情報処理の高度化に関する運営方
針」を次のように定めている。すなわち， 「①各省庁共通情報システムの調
査研究 ②各省庁ネットワーク・システムの調査研究 ③事務処理用統一個
人コードの推進（各省庁担当者連絡会隊の開催， 学識経験者の研究会の発
足，外部委託等による個人コード統一に関する調査研究の実施） ④電子計
算機利用実態調査の実施 ⑥各省庁電子計算機基幹要員の養成」である。こ
の 5項目の中の⑧が国民総背番号制であり，これにもとづいて12省庁による
「各省庁統一コード連絡研究会議」が翌月に発足している。また日本経営情
報開発協会に調査を委託，同協会は「統一涸人コード研究開発会誤」を発足
(7月）させ，半年間にわたって調査，研究をすすめている。昭和44年 1月
(3) 
に「自民党情報産業振興議員連盟」も結成されている。
(2) 高見圭司，玉川洋次共著「国民総背番号体制」（昭48 三一書房） p.60.
(3) 高見圭司他著前掲書 pp.58~66.「国民総背番号体制に反対し，プライバシー
を守る中央会議」編「国際討論・プライパシーの危機」（昭48 学陽書房） pp.
4~5. 中山太郎著「 1億総背番号」（昭45 日本生産性本部） pp.97~100.「行
政情報処理調査研究実施計画」‘（コンピューク白書 71年版）
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スクートの状況は以上のようであるが，現実には必ずしも各省庁，各政府
関係機関，地方公共団体ネットワークの共通情報システムのもとでの統一個
人コードを使用する統一化された姿で推進されるのではなく（プライバシー
の危機，公権力による管理社会システム化などの情報公害に対する反対から
実施がおくれているようによくいわれるが， 必ずしもその認識は正しくな
い。むしろ現時点までは，政府首脳の間に，強固なタテ割りの官僚組織の縄
張りを打ち破ってまでその方向に強力に推進する意思がなく，そのようなリ
ーダーシップを発揮しようとする状態になっていないことにあると考える。）
①各省庁，各政府関係機関におけるそれぞれの行政目的，業務に応じた個人
情報のコンピュータ化と ③市区町村における住民基本台帳を中心とした住
民記録のコンピュータ化という 2つの側面が確実に進行している。
コンピュータ白書 (1976)による国の行政機関におけるコンピュータ利用
の台数は，「1975年末現在，総計 1,159セットで，その内訳は，各省庁 246セ
ット，地方公共団体607セット，政府関係機関306セットである。前年度と比
較すると，各省庁 16セット増，地方公共団体 168セット増，政府関係機関43
セット増となっている。 1976年度末には，各省庁では 267セットになる見込
(4) 
である。」となっている。
①各省庁別のコンピュークの利用台数の大きものをみると，防衛庁49セッ
ト，郵政省45セット，運輸省29セット，通商産業省28セット，建設省17セッ
(5) 
トの順となっており，これらの省庁で68％を占めている。
「各省庁の主要な適用業務は，統計（総理府統計局）， 犯罪手口照会， 運
転者管理（警察庁），設計計算（北海道開発庁）， 補給管理（防衛庁）， 経済
分析（経済企画庁）， 技術計算（科学技術庁）， 環境データ分析（環境庁），
犯歴管理，出入国記録管理（法務省），外交情報検索，旅券発給（多務省），
資金管理，．関税，国税（大蔵省），統計，情報検索，技術計算（文部省），統
計，社会保険（厚生省），統計，食糧管理（農林省），統計，情報検索，出願
(4) 日本情報処理開発協会絹「コンピュータ白書 1976」p.62.
(5) 同上
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登録，技術計算（通商産業省），統計，自動車登録，航空管制，技術計算（運
輸省），簡易保険，貯金，統計，電波監理（郵政省），統計，職業紹介，雇用
(6) 
・労働保険（労働省），技術計算（建設省），統計（自治省）となっている。」
民間のオンライン化率15.6% (JECC調査1974年） に比べると 42.3％で
極めて高くなっているが， 中央と地方機関とのデータ伝送と管理， 通信制
(7) 
御，観測業務の性質上のオンライン化で，個人統ーコードに関するものはま
だ行なわれていない。
政府関係機関における1975年度コンピュータ利用セット数は306セットで，
「日本国有鉄道74セット， 日本電信電話公社64セット， 日本放送協会45セッ
ト，日本中央競馬協会31セット，国際電信電話公社11セット，日本航空株式
会社10セットの順となっており，この機関が 235セット，全体の 76.8％を占
(8) 
めている。」
ォンライン化率は30.4彩で，民間より高率であるが，国の行政機関に比較
すると低い。 「これは全国的規模で大量迅速な処理を要するオンライン化可
能業務が座席予約，金融業務等特定のものに限られているためであると考え
(9) 
られる。」
各省庁のコンピュータ化には，法務省の犯歴マスターファイル(140万人），
外務省の出入国マスクーファイル (700万人），運輸省の自動車登録ファイル
(2,500万台），警察庁の全国犯罪情報管理システム，労働省の労働市場セン
ター等々の個人コードの効果的使用可能業務の事例が着実に拡大されつつあ
塁）
③「1975年 4月現在の地方公共団体のコンピュータ導入セット数は， 607
(6) 同上 p.65.
(7) 同上
(8) 同上 p.66.
(9) 同上 p.68.
(10) 鎌田懇著「ガラスの檻の中で」（昭52 国際商業出版）．「行政機関等における
電子計算機処理にかかる個人等データ調べ」 pp.12~19.参照のこと．中山太
郎著前掲書 pp.32~60.
110(288) 情報化社会の展望（中辻）
セットと前年度に比し168セットの培加となっている。 その内訳は， 都道府
県44団体224セット（前年157セット），市区町村512団休383セット（前年282
セット）で，都道府県で67セット，市区町村で 101セットがこの 1年間で導
入されている。
また，民間計算センターに委託している団体は，都道府県で 3団体，市区
町村では1,812団体，計1,815団体である。導入団体と委託団体を合わせると
全地方公共団体の71.3％が，コンピュータを利用しており，これは前年に比
し， 7 %の増となっている。
都道府県のコンピュータの利用状況をみると，セット数の最も多いのは東
京都で41セット，次いで大阪府21セット，愛知県13セット，神奈川県10セッ
(11) 
ト，兵庫県 9セットの順になっている。」
「人口段階別では，特別区および指定都市は全団体が，市は 634市のうち
615市 (97.0%），町村は2,614町村のうち， 1,677町村 (64.1%）が利用を行
ぃ，人口10万人以上の市は99.4%, 10万人未満の市についても， 96.2％が利
(12) 
用を行っている。」
(13) （14) 
「実施モデル地区」に指定された広島市，東京都中野区，さらに兵庫県の
(15) (16) 
県民健康管理システム，東京都墨田区民情報統合システム，世田谷区地域行
(17) 
政情報システム等が進んだシステムとしてあげられる。
これら①，②の 2つのコースの個人情報のコンピューク化が，なしくずし
(11) 「コンピュータ白書 1976」pp.69~70.
(12) 同上 p.71.前掲「国際討論・プライパシーの危機」 「地方自治体におけるコ
ンピュータ利用状況」 pp.218~246.参照のこと．中山太郎著前掲書pp.61~68.
(13) 鎌田愁著前掲書 pp.104~111. 「国民総背番号制＝広島版は， 事実上完成して
いるといっても過言ではない」 (p.104)
(14) 津川敬，鈴木茂治共著「くたばれコンピュートピア．I」（昭51 柘植書房） pp.
32~36. 234~237. 鎌田惹著前掲書 pp.111~113. 小笠原竜二稿「背番号」
（新・通信読本31 52年6月2日 朝日新聞）．中山太郎著前掲書 pp.69~81. 
(15) 津川敬他著前掘書 pp.230~234. 鎌田惹著前掲書 pp.91~97
(16) 高見圭司他著前掲書 pp.82~91. 
(17) 津川敏他著前掲書 pp.237~244. 
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的に既成事実の積み重ねのかたちで，国民総背番号制のための土台として，
(18) ・・・・・・
その土台作りが進められているという考えは，否定できない。
(3) このように行政諸機関にコンピュークが導入され，国民の種々のデー
クがその中に収集，蓄積されてくるに従って，その裏側にもっている危険性
と問題点，特にプライバシーの侵害，為政者による管理社会の出現の可能性
に対して，注目，検討する必要性が強調されるようになってきた。
全電通労働組合は， 47年6月の全国大会で「国民総背番号制に反対し，国
民のために情報通信サービスの実現を図るたたかい」を決議した中で， 「情
報三原則」を打ち出した。すなわち「①平和的な利用と国民生活の向上に寄
与すること ③情報の社会性（情報を公開し，平等に所有し，利用すること）
を維持，拡大し，民主的管理で，民主化を促進し，人間疎外を克服すること
⑧プライバシーの保護，すなわち基本的人権を完全に保護すること」であ
(19) 
る。それ以降，この三原則は， 総評， 自治労， 電機労連， 社会党等に波及
し，同年11月「国民総背番号制に反対し，プライバシーを守る中央会議」の
(20) 
発足によってキャンペーンが展開されるようになった。
また政府，地方自治体において，それぞれ「プライバシー保護法」立法化
(21) 
の動きもある。
(4) 国民総背番号制（統一個人コード）に関する詳細な諸問題（効果的側
面とともに幣害的な諸問題も勿論ふくめて）の検討は別の機会に取り上げる
こととして，ここでは最後に若干の文献のうちから注目すべき表硯（強調
点）を取り上げて列記しておきたい。
「情報公害は， 情報そのものの蓄積が直接， 間接に人間の安心感， 個人的な秘密，
権利，人格， 尊厳などをおびやかし， 奪うという， もっばら目に見えない精神的な生
(18) 同上 pp.199~205, 248; 255. 
(19) 増田米二他著前掲書 pp.188~189.
(20) 前掲「プライバシーの危機」 p.9. 津川敏他著前掲書 p.254.
(21) 同上 pp.248~268. 鎌田懇著前掲書 pp.125~ 135. 中山太郎著前掲書 pp.177
~207. 
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活への害悪である。」 「情報公害対策はお金や技術でどうなるものでもない， 結局は人
(22) 
の問題であり，政治の問題である。」
「人間は，プライバシーが十分に保護されていない場合には， 往々にして正確なデ
ークを提出しない傾向がある。 どのように利用され （あるいは悪用され）るかどうか
が信じられないとき自己防衛の本能が作動し， 一部， 不正確あるいは不確実なデータ
を提供しようと考えるのが人情である。つまりプライバシーの保護の保証（信頼性）
(23) 
とデータの信頼性とは，ウラハラの関係図の上にのっているのである。」
「情報は，コンピュータにはいっている限り， どこにあってもいい， ーケ所に集中
されていればそれにこしたことはないが， どこにあっても， 論理的には同じことなの
である。 データを互換するプログラムを作成することなど， さして難しいものではな
ぃ。」 「個別的業務処理が発展しているなら，あえて統一する必要はない。」「背番号制
を主張して，いたずらに世間を騒がせるより， 深く， 静かに，コスト削減を名目に，
(24) 
共同利用，データ交換システムを作る。これが政府の密かな方針である。」
「プライバシー論議は盛んになった。が， それにもかかわらず， 個人情報は着実に
コンピュータに貯め込まれていった。入れることには， だれも反対しなかった。出す
ことをチェ、ックする議論が中心だったのである。それはあたかも， 猫に餌を与えなが
(25) 
ら，鈴をつけることだけを議論している趣があった。」
(52.9.18) 
(22) 増田米二他著前掲書 p,193,194. 
(23) 道田国雄稿「プライバシーの宿命に挑む」（コンピュートピア 48年12月号）
(24) 鎌田惹著前掲書 p.120,121. 
(25) 同上 p.125.
